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緒言

森田明理

ゞァ れまでロレアル リサ ー チ＆イノベ ーションでは、欧州系、アジア系、ア フリカ系、インド系の人々につい

し一
て、皮膚老化アトラス（スキンエイジングアトラス）の作成、発刊を行い、さらに近年の 光老化への関
心の高まりに合わせ、2017年に欧州系アジア系の光老化アトラス（フォトエイジング アトラス）を発刊

してきました。今回、日本ロレアルリサ ー チ＆イノベ ー ションセンターで行った1,011名の日本人女性に関す
るタイポロジー 研究の結果がまとまり、フォトエイジング アトラスが作成されることになりました。

第1章では、紫外線の基礎知識、太陽に関わる人類の文化と行動様式、光老化についてまとめ、第2章で
は、画像によるエイジングスケー ルの開発とその応用について、さらには、第3章で、日本人女性の光老化
の特徴を、第4章で、アジア人女性の顔のスキンエイジングスケール（額・目尻のシワ、眼瞼のたるみ、頬の色
素沈着などの光老化に特徴的なエイジングサイン18種）、第5章では、アジア人女性の手のスキンエイジング
スケール （手の甲のエイジングサイン3種）を掲載しました。それぞれの徴候を示すだけではなく、日常の太
陽光への曝露行動がこれらの徴候に与える影響やこれらの徴候が見かけの年齢に与える影響について
も、検討が行われました。

今までに、日本人の光老化アトラスはほとんどありませんでしたが、光老化の徴候に対する評価スケールも
用意されたことにより、客観的で再現性が高く正確に評価できるようになることと思われます。応用範囲は
広く、光老化の疫学調杏に使用することも可能でしょうし、臨床試験のみならず、個々の症例の評価にも非
常に有用でしょう。また、このアトラスが使用されることで、光老化の啓発がすすみ、うまく太陽紫外線を防
御し、皮膚老化に関わる環境因子への曝露を少なくすることで、いつまでも若々しい皮膚を保つことができ
るかもしれません。
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名古屋市立大学大学院探学研究科

加齢・環境皮肩科教授医学博士

森田明理（もりたあきみち）
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緒言

白壁征夫

レアルリサーチ＆イノベーションでは過去4巻の欧米人、アジア人、アフリカ系アメリカ人、インド人の
男女の皮旧の老化に関するスキンエイジングサインを一連のアトラスとして、さらに第5巻では欧米

人及びアジア人女性の顔と身体における日光曝露習慣の影響や皮膚老化の臨床徴候について
定量化してきました。

今回、本書では待望の日本人を研究対象として過去の5巻のスキンエイジングアトラスを踏まえ、さらに初
めて日本人の手の老化前びに新しい診断スケールと知識を加えて構成されています。特に本書は女性を
ターゲットとし、正確な皮膚老化の臨床的特徴を構築するために日本人の顔、首、手の老化の詳細な徴候

を列挙しています。それぞれの特徴、評価すべき正確な位置、および評価すべきバロメ ー タ ー が出ており、
非観血的なエイジング改善法である、フィラ ー、 レーザー、 ピーリング等を行っている臨床医にとって欠かせ

ない教科書となるでしょう。

ぜひこの日本人女性の為のスキンエイジングアトラスを活用して効果的で安全な、診察、施術を行う事をお

すすめします。

底療法人社団白壁会サフォクリニック理事長

国際美容外科学会教授医学博士

白墜征夫（しらかべゆきお）
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はじめに





I 
- - --

はじめに：

天文学から皮膚細胞ヘ

天文学からのインプット

私たちの惑星、地球は太陽から約1億

5000万km離れており、太陽から放

たれる光やその他の電磁波はわずか

8分で地球に届きます。地球は自転しながら太陽

のまわりをわずかに楕円形の軌跡をたどって公

転していますが、1年を通じて、いつも同じ面が

太陽に面しているわけではありません。地球の

地軸は、公転面に垂直な直線に対して約23.4度

傾いています。この傾きによって、地球上の各地

点で太陽光が地表にあたる角度が異なり、北半

球と南半球の両方において季節をもたらしてい

ます。一般的に考えられていることとは異なり、

冬季の寒さの理由は、その時季に地球が太陽か

ら遠く離れているためではありません。実はフラ

ンスでは、冬季よりも夏季の方が太陽から遠く、

その距離はおよそ1億5500万kmになります。こ

れらの現象を示した動画は、インタ ーネット上で

閲覧できます＊。

地球は地軸を中心として約24時間の回転周期

で自転していますが、その自転軸が傾いている

ため、季節や緯度の違いに応じて昼と夜の長さ

が異なってきます。赤道では昼夜の割合はほぼ

一定しており、それぞれ約12時間ですが、南極と

北極では、夏季または冬季に、昼または夜がほ

ぼ24時間続くことがあります＊＊。

*www.youtube.com/watch?v=M4BbW8AwJOo
**www.arctic.noa屯gov

注釈：国によっては標準時と太陽時に大きな差がありま

す。例えば、フランスでは4月から10月まで、南中時刻（太

陽が最も高く上る時刻）は正午ではなく、午後2時頃にな

ります。これは私たちの身体が太陽光にさらされる場合

に非常に重要となります。

物理学のいくつかの法則

1) 太陽は、基本的には水素原子(H)の永続

的な核融合によってヘリウム (He) を生成して

巨大なエネルギ ー を生み出す、天然の核融合

炉のような存在です。これは、太陽表面のlm2か
ら常に63MWの電力が供給されていることに

相当します。太陽光線はさまざまな形（電波、X

線、ガンマ線、紫外線、可視光線、赤外線など）で

宇宙の全方向に放出され、周囲の惑星に到達

しますが、この概要は、The Encyclopedia of 
Earth(www．翌earth.org) で見ることができま

す。しかし、地表には太陽光線のすべてのスペク

トルのエネルギーが届くわけではありません。な

ぜなら、地球には遮蔽層（電離層、成層圏など）

があるためで、皆さんがよく知っているオゾン層

はその中で大きな役割を果たしています。結果

として地表に届くのは、電磁波のうち3つの大き

な領域である紫外線(UV)、可視光線(VL)、お

よび赤外線(IR)のみです。
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2) 太陽から放射される光のエネルギー は、ナ

ノメ ー トル (nm) で表 されるその波長に反比例

します。つまり、波長が長いほど、そのエネルギ
ー は低くなり、波長が短いほどエネルギ ーが高

くなります。地表に到達する電磁波は、波長領域

によって3種類に分類され、290-400nmが紫外

線、400-800nmが可視光線、800-1,100nmが

赤外線です。現在までのところ、安定したオゾン

層があれば、290nm以下の波長領域は地上に

到達しません。紫外線は実際に、他の2つの光線

よりも高エネルギ ー ですが、総太陽エネルギ ー

に占めるその割合は約3％であり、可視光線の

約44％および赤外線の約53％と比べて低くなっ

ています。アイザックニュー トンが太陽光の可視

領域をさまざまな色（虹の色）に分けたのと同

様に、紫外線は波長の長 さによって、ガラスを透

過できる帯域の紫外線A波 (UVA:320-400nm) 
と透過できない 帯域の紫外線B波 (UVB:290-
320nm)に分類することもできます。さらに近年、

生物学者たちはUVAの皮膚への影響が波長に

よって異なる (320-340nm/340-400nm) ことを

考慮し、2つのカテゴリ ー （短波長UVA、長波長

UVA)に分けています[l] 。

3) もう一つの童要な物理法則は、太陽光のエ

ネルギーが地表（地面、海、皮膚など）に届く角

度に関係しています。つまり、太陽が観測地点の

天頂にあるときはエネルギ ーが最大となり、接

線方向のときは、ほぼゼロになります。これらの
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関係から次のような現象を説明することができ

ます。

i) 太陽のエネルギー は赤道で最大となり、緯度

が高くなるにつれて弱くなる。

ii) 太陽光線のエネルギー は、朝早くや午後遅

くには低くなる。

iii) 南中時刻（国によって は午後1時頃または2
時頃）では太陽光線がより有害になる。

注目すべきことに、太陽光線のエネルギー は高

度とともに大きく増加し、山岳地帯では非常に裔

くなります。

注釈：晴れた夜にもUVAはごくわずかに検出されます。

これは月面に反射した太陽光が地球の夜の部分にも

到達するためで、生体には無害なものです。

8射量と地球Lの生命

約45億年前に誕生した私たちの惑星「地球」は、

長い間無生物のままでした。35億年前に原始的

な生命体が、おそらく微生物（原核生物）として現

れました。そしてゆっくりとした進化を経て、約32
億年前には水生の藍藻が出現しました。この生

命体は、太陽光線のエネルギーを化学的および



生化学的プロセスに利用する「光合成」の基本的
な特性を初めて備えたものであり、今日では植物
の「母」として認められています。光合成は、可視
光線を絶対的に必要とする植物の主要な共通点
です。約4億5000万年前には、陸生植物が定沿し
ました。光合成は、可視光線下で電子を発生させ
る光起 電性の色素分子「クロロフィル」を含む細
胞小器官である葉緑体の中で起こります。薬緑体
は、複雑な合成経路を用いて二酸化炭素 (CO

2
)

と水 (H
2
0) から物質を作るだけでなく、動物種に

とって重要な分子である酸素 (0
2
) を発生させま

す。酸素は大気の約20％を占めており、成層圏で
はオゾン層 (03) の形成に寄与しています。言い換
えれば、動物の生命は植物（そして海藻）に直接
的に依存しており、ひいては太陽や可視光線に
全面的に依存していることになります。一方で、動

物は物質と酸素を消費して、植物に必要な二酸
化炭素と水を生成するたぬ植物界と動物界はひ
とつの閉じたサイクルを形成していると言えます。

この絶妙なバランスが崩れること（温室効果、地
球温暖化など）は、地球最大の危機であると多く
の人々が懸念しています。また海洋プランクトン
の光合成が、全大気中の酸素の50-70％を担保
していることから、海洋の保護が極めて菫要で
あることは明らかです。

注釈：樹木は日光を必要とするものの、地面にしっかりと

根付いているため、紫外線や赤外線のような潜在的に

有害な太陽光線から「逃げる」ことができません。樹木は

はじめに

紫外線や赤外線のレベルが高すぎると、太陽光線に対

する葉の向きを変え、光線の入射角を小さくして自らを

護っています。樹木は前項に記した物理法則に則って賢

＜防御反応を行っています。

異なるヒトの皮膚の色の
起源

現代のヒト（ホモサピエンス）の進化は50万年前
から25万年前に起こりました。おそらく私たちの
遠い祖先にあたる猿人と同様に東アフリカで発
生し、そこから中東 、ヨ ーロッパ、アジア、アメリカ
などへ、6万年前から3万年前にかけて移動して
いきました。この期間またはその後に、皮膚の色
に関連するいくつかの遺伝子の突然変異が起こ
り、明るい色調の皮膚が発生しました。この形質

はUVBを浴びて表皮中でビタミンDを合成する
のに有利です[2-4] 。

NASAの人工衛星による観測で は 、紫外線
(UV)の入射量は赤道を含む緯度20度以下の
地域で最大ですが、これらの地域に住む人々の
皮膚の色が暗いこととは87％の相関があるこ
とが報告されています[5]。これらの要因に関す
る広範囲にわたる著作には、著名な人類学者で
あるニ ーナジャブロンスキー(NinaJablonski)

による「肌の色にま つわる幻想を打砕く(Skin
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color is an illusion) 」などがあり、インタ ーネッ

ト上で閲覧が可能です＊ 。

生まれつきの皮膚の色は、主に表皮に存在する
特殊な細胞、メラノサイトによる2 つの色素（黒色
のユーメラニンと赤色のフェオメラニン）の合成

によって決定されます。メラノサイトはこれらの色

素を隣接する表皮細胞（ケラチノサイト）内に「注
入」し、個々の皮膚に特有の色を与えます。

ごく最近に行われた研究によると[6]、民族や皮
膚の色と は無関係に、すべての表皮におけるメ
ラニン形成細胞が、これら2 つの色素を同じ比率
（ユーメラニン74%、フェオメラニン26%）で合成
していることが報告されています。したが って、

皮膚の色の濃さは、表皮に存在するメラニンの
合計含有量に強く関連しており、明るい色調の
皮膚ではその含有量が低く、暗い色調では高く
なり ます。メラニンは紫外線と可視光線を吸収す
る能力が高いため、表皮におけるメラニンの含
有量によって、ヒトが生まれ持った太陽光線に対
する防御能力が左右されることが論理的に導き

出されます。後述するように、皮膚の色調が暗い
人々は皮膚の色調が明るい人々より紫外線の悪
影響に対して、完全ではないとしても高い防御
力を持っています。

こ れ ら の 紫 外 線 に 対 す る反 応 の違いが 、
ト ー マス B. フィッツパトリック (Th om a s
B. Fitzpatrick)博士によって作成されたフォトタ
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イプの基になっています。これはヒト皮膚を、日光

を浴びた後の日焼けや色素沈着などの皮膚の
反応の程度に応じて、ケルト民族起源である皮膚
の色が明るいタイプI から非常に暗いタイプVIま

で、6種類 のフォトタイプ[7]に分類したものです。欧
州系は一般的にタイプIからIII、インド系やアフリ
カ系はタイプVからVI、アジア系はその中間のII

からIVが多く見られます[8] 。

*Skin color is an illusion by Nina Jablonski
/TED 2009 
www. te d. c om/talks/nina_=.i ablo nski_
breaks_the_illusion_of_skin_color/

注釈：皮 膚の色は 、比色計または 測色計（例えば
Chroma Meter®)と呼ばれる機器で客観的に測定す

ることができます。昼光色の光源で 照らしつつ2cm2程
度の小さな範囲の皮膚の色スペクトルを記録し、数秒以
内に色の3つの定量的パラメ ー タ（明度、赤—緑成分およ
び黄—青成分）を算出します。色の見え方には光源の色
が加味されるため、測定では昼光色で皮膚を照らすこと
が前提条件となります。ところで、フランスには"La nuit 
taus les chats sont gris.（すべての猫は暗闇の中では

灰色だ）＂ ということわざがあり、これには「何らかの理
由で物がよく見えない状況においては、正しい判断をす
ることが難しい」という意味があります。



太陽についての人類の
文化と行動

人類と太陽との関係性や太陽についての概念

は、文化によって大きく異なります。過去のいくつ

かの文明（インカ、エジプト、アステカ、ギリシャな

ど）では太陽を神とみなしており、また中世ヨ ー

ロッパでは日食は神からの恐ろしいメ ッセ ージと

考えられていました。近代の文明では実用的な

知見を徐々に得て、次第に太陽をさまざまな側

面における効率のよい「友人」とみなすようにな

りました。作物の栽培などの農業分野、布地やマ

ットレスを日光にあてる衛生対策、あるいはくる

病の撲滅などの医療行為などに、太陽が利用さ

れています。すべての人類の文化において、実用

的な理由から、その裏に潜む詳細な作用メカニ

ズムを理解していなくても、代々受け継がれた経

験により太陽を有効に利用してきたのです。ただ

し、太陽が皮膚に与える影響の評価は、社会的

および審美的な基準から成り立っており、太陽は

友人とも敵ともみなされます。アジア圏の文化で

は、日焼けした皮膚は農民や漁師などの野外労

働者の特徴であり、一方で青白い皮膚は、屋内

にいて日焼けから守られている貴人の特徴とし

て、長い間社会的に認識されていました。

インド系やアフリカ系などの皮膚の色調が暗い

人々の文化では、太陽への長期的な曝露は皮

膚に不均ーな色素沈看（色素異常症）を引き起

はじめに

こすことや、色調の暗い皮膚は熱源ともなる赤

外線を吸収しやすく、皮膚の色調が明るい人々

よりも不快な熱を感じやすいことから、昔から太

陽を敵とみなす傾向にあります。このように太陽

を避ける文化を持っている、より暗い色調の皮應

を持つ人々は、生まれつき日光に対する防御力

が高いうえに、体の大部分を覆う衣服を着用し

ます。

ヨ ー ロッパでも、甚本的に1930年代まではアジ

ア圏と同じような傾向が見られました。やはり青

白い肌の色はエレガンスの象徴とされ、誰もが

ティツィアーノヴェチェッリオ、ラファエ ロサンティ、フ

ランソワブーシェらの名画を美の甚準としていま

した。しかし、ゴルフ、テニス、セ ーリング、スキ ー

などのアウトドアスポ ーツの習慣が広まるにつれ

て、文化的な変化が起こります。例えばフランス

では、1936年に制定された有給休暇に関する法

律により、多くの労働者が行楽に出かけ日光を

浴びる機会が劇的に増加しました。ココシャネル

がヴァカンスでたまたま日焼けしてしまったこと

がその後のファ ッション文化を変え、日焼けした

皮膚は、若く、元気で健康的な人々の社会的特

徴となりました。その後、サンケア製品がまだ珍し

く、その日焼け防止効果も低かった頃には、ビー

チや山での休暇の間 に人々が顔や身体を日光

にさらす時代が訪れました。

しかし、こうした文化的、社会的習慣の劇的な変

化は、非常に日差しが強い環境に住む日光の
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刺激に敏感な人々（例えば、スコットランド系のオ
ーストラリア人）に、黒色腫といった病気を徐々に
もたらすことにもなりました。

注釈：中東諸国では、宗教上の理由からベールが広く普
用されています。これによって日光が極端に遮られるこ
とになり、UVBによる表皮でのビタミンDの合成がほと
んど阻害され、ビタミンDの血中濃度が低くなったり、欠
乏症が起こったりします[9,10]。

紫外線について

1)紫外線B波(UVB): UVB (290-320nm)は
歴史的に、最も精力的に研究されています。とい
うのも、太陽光線の中でも最もエネルギー が高
く、強い日光を浴びたり、低線量でも長時間日
光にさらされたりした場合には、その後数時間
以内に日焼けの反応（熱、痛み、発赤）を引き起
こすからです。さらに約4日後にはメラニン形成
細胞による防御反応の結果としての進行性の
皮謄の黒化が生じ、さらにその後には乾燥した
皮膚の落せつが続きます。UVBは、測色計で計
測可能なほどの血管拡張や発赤（紅斑）を誘発
します。この現象は、日焼け止めのUVB防御効
果の客観的指標となるサンプロテクションファク
タ ー(SPF)の基礎となっています。UVBに長期
および／または頻繁に曝露すると、DNAの損傷
が 誘発され、結果として悪性表皮 腫瘍[11,12]
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や悪性メラノサイト（メラノ ー マ）の発症が促進さ
れます。

2)紫外線A波(UVA)：長い間、UVAは皮膚に
害がないと考えら れていました。しかし、1990
年代に行わ れたさまざまな実験により、そ うで
はないことが次第に分かってきました。UVAは
皮膚構造のより深くまで到達し、表皮と真皮の
両方にさまざまな悪影響を及ぼします[13]。短
波長UVA(320-340nm)は、長波長UVA(340-
400nm)とともにメラニンの酸化を誘発したり
[14,15]、メラニン合成の初期段階を促進した
り、紅斑やDNAの損傷を引き起こし、その結果
として深刻な問題をもたらします[16]。UVAは、
長期的に 真皮損傷を徐々に 誘発し、皮膚の構
造上および色素上の変化をもたらし、その結果
が皮膚表面に現れます。この過程が光老化と呼
ば れるプロセス[17-19]ですが、このアトラスで
はその特徴となる皮膚の臨床的な徴候に着目
しています。in vivo（生体を用いた測定）でUVA
照射後2時間以内に 起こる皮膚の即時型黒化
の抑制効果を測定する方法は、日焼け止めの
UVA防御効果を示すUVAプロテクションファクタ
-(UVA PF)の制定につながりました。また近
年は、in vivoでのUVA PF測定に代わるものとし
て、いくつかの興味深いin vitro（生体を用いな
い測定）のアプロ ー チも使用されるようになりま
した。継続的な研究の進歩が、実用的かつ不可
欠な事象の発見につながっています。すべての
日焼け止め製品は、UVAの最長波長帯を含む、



できるだけ広い範囲のスペクトルをカバ ーする
ことが期待されます[20]。

注釈：すべてのSPFとUVA PFの値は、定められた標準手

順に沿って計測されますが、決定的に重要なのは、そこで

使用される製品の塗布量(2mg/cmりです。実際には、この

璽要性は消費者にあまり周知されておらず、日焼け止めの

使用量が少ない場合には十分な防御効果が得られていな

い可能性があります。

今日、欧州連合の法律では、日焼け止め製品のUVA PF 

は、少なくともSPFの3分の1以上でなければならない（例え

ばSPF30を表示する ためには、UVA PFは10以上必要）と

されています。日本では日焼け止めのUVA防御効果を示

すためにPA表示が採用されています。防御効果は＋の数で

示され、PA＋からPA+＋＋＋の4段階が設定されています。

紫外線から肌を守る：
良いことずくめの習慣

スイス人の医師であり、化学者でもあるパラケル
スス(16世紀）の有名な格言「すべてのものは毒

であり、毒でないものなどはない 。その服用量こ
そが毒であるか、ないかを決めるのだ」にあるよ
うに、私たちの習慣によって、太陽は友人にも敵

にもなりえます。低線量の紫外線は、表皮がコレ
ステロ ールからビタミンDを合成するのに役立

はじめに

ち、また、血管拡張作用のある一酸化窒素の放
出を促し血液循環の改善をもたら します。さら
に、たとえ短時間であっても日光を浴びると、私
たちの脳では貴重なエンドルフィン類の合成が

促進され、気分がよくなり、より楽観的になりま

す[21]。しかしながら、中線量または高線量の場
合はそうではありません 。紫外線 が表皮と真皮
の両方で、潜在的な分子メカニズムを誘発し、多
くの遺伝子の発現を変化させます。このプロセ
スは長期的には、がんを含む皮膚疾患の原因に
なります[22]。

健康上の問題に加えて、紫外線への曝露は視覚

的にも3つのレベルで徐々に皮膚に影響を与え

ます。

第一に、色素沈着や皮膚の色の変化ですが、次
第に濃くなり、均一性がなくなり、最も目に見え
る部位である顔または身体の露出した部分に暗

色のシミ（日光黒子、黒皮症など）が現れるよう
になります。

第二に、顔の特定の位置（眉間、上唇など）にさ
まざまな深さのひだ（細い線、シワ）が生じ、これ
らによって皮膚表面が変化します。

第□に、機能面からは、経時的な真皮成分の変
化によって、皮膚のハリが低下（下垂）するだけ
でなく、さまざまな物理的性質も変化します。

日本人におけるフォトエイジングの特徴 顔および手 21 
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簡単に言うと、紫外線を恒常的に浴びると、多

くの生物学的事象が特異的に促進され 、悪化

し、また変化することで、皮膚組織の老化が早

まります。これが「光老化」のプロセスです [23-

25]。光老化は顔に関しては、単なる物理的また

は生化学的変化に留まらず、社会的な基準の1

つである長幼、つまり他者が年齢を類推する際

の情報伝達にも影響を及ぼすことになります

[26]。

注釈：服の着用や遮敵対策をする場合は別として、紫外

線防御のためにUVAおよびUVBに有効な日焼け止め

製品を使用することは、健康への短・長期的な影響を回

避するために最も効果的な方法です。これらの製品の

使用はさまざまな因子（日光にあたる時間帯、日光にあ

たっている総時間、戸外での活動状況、裔度など）によっ

て、製品のSPF値やPA値を選択する必要があります。こ

れらの製品はまた、次の項でも述べるように、光老化プ

ロセスを予防するか、あるいは緩和する最も効果的な方

法でもあります。

22 I スキンエイジングアトラス

経年老化と光老化

すべての臓器と同様に、皮膚も、原因となるメカ
ニズムに係わらず、時間の経過とともにさまざま

な機能が低下する老化のプロセスをたどります。

しかし、皮膚は明らかに2つの点において、他の

器官とは異なります。まず、加齢によって機能が

損なわれる他の臓器や能力（聴力、視力、筋力な

ど）と異なり、皮膚はその特性のほとんどを、100

歳を超えるかなりの高齢であっても維持できま

す。

次に、皮膚はもう1つの老化を引き起こす要因、

光老化のプロセスに直面しています。これは、頻

繁または急激な日光への曝露によって引き起

こされます。経年老化と光老化はどちらも、皮膚

（顔と体）の構造、質感、形、ハ リ、色ムラ等、進

行性の変化を引き起こします[24,27-29] 。臨床

症状として、老化した顔には、シワ、シミ、下垂な

どが現れます。これは、顔の部位（あご、眼のまわ

り、側頭部、首、頬）に応じて、年齢によって異な

る進行度を示します。ロレアルが出版している、

この『スキンエイジングアトラス』シリーズは、さま

ざまな民族でこのような老化による変化を、その

進行度に応じてスコア化し、それらを標準化さ

れた写真によって示しています [30-34] 。すでに

発行されている5冊のアトラスは、民族や性別ご

とに、年齢や環境の影響を明確に示しており、

基礎研究（遺伝学、日々の習慣、ライフスタイルの

影響）または応用研究（薬品または化粧品の効



果測定等）のためのツ ー ルとして活用されてい

ます。これは、アデルグリ ー ン(Adele Green) 

博士とパオロジャコモニ(Paolo Giacomoni) 

博士による『スキンエイジングアトラス第5巻』の

序文に示されています [34] 。スキンエイジングア

トラスシリ ーズやそれらを用いた研究によって日

光への曝露や季節の変化（気温と湿度による）、

都市の慢性汚染への曝露、または毎日の都市ス

トレスや疲労といった環境の臨床的影響が論述

され、定量化され始め ました。それによって、人

々の日光にあたる行動および光防御対策にお

ける童要な因子を特定できるようになりました

[26,29,35-40] 。実際には、顔の老化が内因性の

「経年老化」によるものなのか、外因性の「光老

化」によるものなのかを明確に区別することは、

依然として困難な課題です。なぜなら光老化プ

はじめに

ロセスは元々「年齢に基づく」見かけをかなり悪

化させる可能性があるためです。

第3章で詳述する研究の結果では、日本人のパ

ネル（被験者）の顔面における内因性老化およ

び内因性＋外因性老化の影響を示しています

（図1)。過去に収集された特定の職業に従事す

る人々（例えばタクシー 運転手）や、荒野や高山

で生活する人々の画像は、顔への光老化の影響

の深刻さを示しています。本善の目的は、このよ

うな「現実の」生活の中で起こる、これらの現象

を調査することです。私たちが目的としているの

は極端な光老化の徴候を探ることではなく、異

なった地域で生活する女性が日々の活動の中で

どのように光老化という現象を経験するかを提

示することです。

図1ー同じ年齢(71歳）の東京地域に住む2人の日本人女性。外因性および内因性の老化の影響例。
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生物物理学的観点から、80年代以降のいくつ
かの研究 では、通 常の老化プロセスや特定の
行動による構造の変化を、身体の部位（場所や
衣服によって被覆された、または露出した）を

比較することで示し、定量していました[41,42] 。
例として、目尻のシワは日光曝露よりも、年齢
や表情や気分（繰り返される瞬き）に影響され
ます [43] が、眉間の周辺または上唇領域の垂

直方向のシワは、多くの場合、日光の影響が大

きいと考えられます。このような区別は、適切に

行われたin vivo（生体を用いた）実験の結果か
らのみ得られます。すなわち、同じ年齢層の日
光を避けている人々と日光を好む人々との臨

床徴候の比較 [29] 、日焼け止め使用の有無に
よる皮膚の色に対する季節（太陽光線）の影響
[35,44]や美白製品の効果 [45]などについて研

究する必要があります。

私たちは過去の経験と文献 [34]を通して、これ

までに得た知見により、日本人女性で、内因性
の老化よりも明らかに日光曝露に関連している
と思われる臨床徴候に焦点を絞った本書を出

版することにしました。この目的のために、私た
ちは日光曝露に対する習慣に関して被験者を2
つのグル ープに分け、比較することができるよう
に特定のプロトコル [46]を開発しました。光老化

の徴候のいくつかの例として手の甲を示してい
ますが、これは常時外気にさらされている顔より
も、また服などで守られている部位よりも観察が

簡単にできます。

24 I スキンエイジングアトラス

ほとんどのアジア圏、とりわけ日本の文化にお

いては、太陽の有害な影響から皮膚を守る古く
からの習慣があるため、皮膚への日光曝露の
影響を区別するために、2つの異なるグル ープ
を作成することが非常に困難でした。そこで、日
光への対策が受動的か能動的かの行動パラメ
ー タを指標として2つのグル ープを形成しまし
た。このような行動の違いは、日光浴をする人
が多いヨ ーロッパ人同士などでは明確になりま

すが、異なる民族間で、光老化の臨床的側面を
客観的に比較することはより複雑です。異なる
民族間の同じ臨床徴候の老化プロセスの比較

は、将来の『スキンエイジングアトラス』で議論さ
れることになるでしょう。私たちはこのアトラス
が、日光による皮膚の損傷や美的欠陥が与える

社会的影響やより個人的な結果（自尊心）の問
題に取り組んでいる人々、とりわけ日本の研究
者の方々に役立つことを期待しています。光老
化は、太陽と、太陽なしでは生きられない私た

ちとの複雑な関係を反映しています。つまり、光
老化をした皮膚は、過去に受けた出来事を永

続的に記録し、反映しているのです。本章の冒
頭で天文学について述べましたが、実際夜空
の星を観察することと、光老化した顔を描くこ
とには共通点があります。いずれも過去を見て
いるのです。




